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します。和光大学は、すでに過去 7 年間にわたって、6 回、学生をサバ大学のほ
うに送っています。それで、サバ大学と一緒にいろいろな活動をしています。
日本人の学生が来て、私たちが非常にいいと思うことがあります。サバ大学の
学生とサバ州の人たちは自然が非常に豊かにありますから、自然のありがたみや
重要性というものを、あまり感謝していないように思われます。日本人が感じて
いるほど、ありがたみを感じていないかもしれません。日本人の学生たちが来て、
自然のことをマレーシアの学生にいろいろ語るので、マレーシアの学生たちが自
然環境に恵まれて、これを守っていかなければいけないということに気付かされ、
その気持ちを強くするということもあるのです。
また、和光大学からサバ大学への 6回に対して、サバ大学は 1回しか学生を送
ってきていません。サバ大学の学生がこちらに来て、いろいろなことを学ぶ機会
をつくっていただければと思っております。
パク：私のほうからアドバイスというほどのことは申し上げられませんが、よそ
の大学とこのような話題について、もっと連携していくと良いと思います。日本
の大学について去年私が調査したところでは、この市民教育で頑張っているとこ
ろが17ヶ所もありました。それぞれ一つの大学で頑張っているだけでなく、他大
学との繋がりがあれば、もっといろいろないい考えやいろいろなことができるの
ではないのでしょうか。みんなが忙しいことはわかりますけれども、そんなこと
が可能になれば、いろいろな面白い話や面白い結果が出るのではないかと思いま
す。
司会：ありがとうございます。日本版キャンパス・コンパクトができれば良いで
すね。サバ州の流域を含めた世界の流域で活躍したりということが可能になって
いくのかもしれません。だいぶ時間が過ぎて、失礼いたしました。今回は、教育
GP「流域主義による地域貢献と環境教育」の仕上げということで、海外の方々
も含めて、非常にお忙しい中お越しいただきまして、充実した議論ができました。
どうもありがとうございました。
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